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要旨：知的障害児や自閉症児の中には言語への興味をほとんど示さない子供がしばし
ば見かけられる。このような児童の場合、文字よりは PIC シンボル（ピクトグラム
やイディオグラム）などの表象記号の方が意思表示が容易なことがある。
この論文では PIC シンボルを用いたコミュニケーション支援システムについて議

論される。PIC シンボルを系統的に表出するためには階層構造を持ったデータベース
が必要不可欠である。我々は M 言語の大域変数の階層構造により PIC シンボルの系
統的表出を実現した。適切な PIC シンボルの配列を決定する際、知覚連語の言語学
における言語習得の理論に基づき、二語期の概念カテゴリーを重視した配列を用いる
ことにした。

Abstract : We have frequently seen the case when some mentally-retarded children or

autistic children do not show interest in the words. It is easy to declare their will with the

symbolic codes such as the PIC symbols rather than with the words for such children. The

PIC symbols consist of the pictograms and the ideograms. A pictogram is a representational

symbol and a ideogram is a nonrepresentational symbol.

A communication support system with the PIC symbols is discussed in this article. In

order to display the symbols systematically, it is rational to adopt the database system such

as M language which contains the data with tree structure. We adopt a systematical array

method modeled after a sorting method of conceptual categories at the two term stage of

linguistic acquirement. The conceptual categories were regarded in our linguistics with per-

ceptive collocations.
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1 はじめに

この論文は先に“PIC シンボルによる知的障

害者のコミュニケーション支援システムの M

言語による実現”と題する論文1）として、『Pro-

ceedings 2007 M Technology Association of Ja-

pan』に公表したものに、紙面の制限で表現し

きれなかった内容を補足し、その後の理論の進

展、設計の変更と新たな基礎付けを加筆し、理

論の妥当性と整合性を強調するものである。

自閉症児や知的発達障害者など、日常言語に

よるメッセージの受容や表出が難しいために、

コミュニケーションに障害を持っている人たち

へのコミュニケーション支援は AAC によるア

プローチが一般的である。AAC とは（Augmen-

tative and Alternative Communication）の略語で

あり、補助代替コミュニケーション、あるいは

拡大代替コミュニケーションと訳される。自閉

症児や知的発達障害児とコミュニケーションを

とるために、さまざまな視覚シンボルや補助代

替する道具を活用し、コミュニケーションを支

援する方法や取り組みである。

補助代替するための道具には、コミュニケー

ションボード（利用目的に合わせて、様々な視

覚シンボルを配置し、言語コミュニケーション

の代替として使用されている AAC ツール）、

VOCA（Voice Output Communication Aids）（音

声表出を補助し代替する機能を持つ AAC ツー

ル）等さまざまあるが、これまで使用されてき

た多くの AAC ツールは、即時性、伝達性、表

現性、受容性、簡易性、自由性、汎化性、語彙

の保持性などを複数有しているものは少ない。

それぞれの AAC ツールは、単独で活用できる

範囲が限定的であり、障害者のコミュニケーシ

ョン支援において、機能的に不十分なものがほ

とんどである。

障害者のコミュニケーション支援に、最低限

必要となるコミュニケーション機能を全て有す

る AAC ツールを製作するためには、広い意味

の情報機器が必須である。

知的発達障害者の文書の読み書きに LL 化が

普及し始めている。LL とは、スウェーデン語

の Lättläst の略語で、「やさしく読める」とい

う意味であり、英語の ER（Easy to Read）に

相当する。これは本の内容に絵記号を添えて知

的発達障害者にもわかるようにしたものであ

る。

PIC（Pictogram Ideogram Communication）と

は、ピクトグラム（Pictogram）と呼ばれる具

象的なシンボルとイディオグラム（Ideogram）

と呼ばれる抽象的なシンボルで構成され、補助

代替コミュニケーション手段として S. C. Ma-

haraj（1980 ; Canada）によって開発されたも

のである。2）AAC ツールとしての絵記号は様々

なものが使用されているが、PIC は、異言語間

言語として発展してきた側面を有し、ユニバー

サルデザイン 7原則の観点から見ても AAC ツ

ールとして有力なシンボルである。その特徴

は、原則として、白と黒のみの色を使用し、黒

地に白の図である。その色彩の対照性によって

対象物が明確に認識でき、色覚障害を持つ人に

対しても優しい配色である。また、PIC は標準

化が進んでおり、JIS 化した PIC が約 300種類

ある。日本版 PIC と同様その入手が簡単であ

る。

我々がこの論文で主題とするコミュニケーシ

ョン支援システムは、LL とは逆に、PIC シン

ボルを使ったメッセージを障害者自らが作成す

るため、PIC シンボルの系統的表出を簡単に実

現するシステムである。我々は 2つのシンボル

を統語的に繰り出すために二語期の幼児の発

話3）をモデルにしたカテゴリーの組み合わせパ

ターンに注目する。また、各カテゴリーに属す

るシンボルの分類に M 言語の大域変数の階層

構造を活用する。

ソシュールは線条的に展開する記号の列に対

して連合関係と連辞関係という 2つの独立した

関係性を見て取った。我々のシステムでは連合

関係としてカテゴリーを表現する PIC シンボ

ル（カテゴリー・シンボル）とそのカテゴリー
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に属する PIC シンボル（メッセージ・シンボ

ル）の関係を階層的に設定することで PIC シ

ンボルの系統的検索を実現する。また、各カテ

ゴリーに設定された階層構造に対して統語的相

関を定義することでより多くの PIC シンボル

を統語的に繰り出すことを可能にし、自動的な

助詞の補完を実現する機能を具体化する。

2 PIC シンボルのカテゴリー分類の階層構造

PIC シンボルを並べて心に浮かんだ概念を表

現するということは、シンボル列が言語として

の役割を担うわけであるから、言語学の基礎法

則を忠実に適用することが有効であると思われ

る。PIC シンボルに記号としてのある種のカテ

ゴリーがあるとすればこのカテゴリーに属する

PIC シンボルはソシュールのいう連合関係に属

する。

いま、カテゴリーを指定して、そのカテゴリ

ーに属する PIC シンボルをコンピュータの画

面上に並べる問題を考える。コンピュータの画

面は限られた領域しか持たないから、ある程度

の大きさをもった PIC シンボルを同時に並べ

るのは数 10個が限度である。さらに我々は統

語的なつながりを問題にしているのであるか

ら、少なくとも 2つのカテゴリーを同時に画面

に出す必要がある。XGA の画面を横に 2分し

た場合 20～30の PIC シンボルを並べるのがや

っとである。これでは通常のメッセージを表現

する記号として少なすぎる。そこでカテゴリー

を表象するカテゴリー・シンボル 10数個を用

意し、このカテゴリー・シンボルの 1つをクリ

ックして、そのカテゴリーに属するメッセージ

・シンボル 20 個程度を表示することを考え

る。このような表示の仕方をすれば画面半分に

表示できる PIC シンボルは 15×20＝300 程度

となる。このような表示の仕方は、カテゴリー

という抽象概念を理解するという困難を強いる

が、一度に選択するものの数を 20以下に抑え

るので、選択に関する迷いを少なくすることが

出来るという利点がある。

いったいどんなカテゴリーを用意すればよい

のだろうか？幼児の言語習得の初期段階である

二語期をモデルにとって、扱うべきカテゴリー

を考察してみる。R. ブラウンによれば二語期

の発話パターンは

（1）agent＋action

（2）action＋object

（3）agent＋object

（4）action＋location

（5）entity＋location

（6）possessor＋possession

（7）entity＋attribute

（8）demonstrative＋entity

の 8つのパターンに限られるという。二語を構

成するカテゴリーは

漓人物（agent, possessor）

滷動作（action）

澆対象もしくは物（object, entity, posses-

sion）

潺場所（location）

潸属性（attribute）

澁指示詞（demonstrative）

の 6カテゴリーである。

少し考察してみると 6カテゴリーでは知的障

害児の意思表示のシステムとして少なすぎるこ

とがすぐにわかる。まず、言語としては、否定

と疑問のカテゴリーが必要であることを了解す

るのは簡単である。さらに、場所があるのなら

時間や天候がないのは不都合だろう。一般に対

象・物と呼ばれるものは数多く存在するからも

う少し分類が欲しい。分類の候補としては、植

物、動物、道具、乗物、衣服、食物などであ

る。そして日本語の形容詞の分類から形容詞を

属性と感情に二分することが望まれる。こうし

て我々は必要なカテゴリーは、

漓人物、滷植物、澆動物、潺道具、

潸乗物、澁衣類、澀食物、潯属性、

潛感情、濳行為、潭場所、澂時間、

潼気象、潘指示、澎否定、澑疑問、

の 16にたどり着く。
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16カテゴリーに分類された PIC シンボルを

系統的に運用するために我々は次のような M

言語の大域変数 ˆPICTREE を用意する。

ˆPICTREE（Categ）＝PicPathˆPicName

ˆPICTREE（Categ, Obj）＝PicPathˆPicName

ここで、キーとなっている Categ はカテゴリー

・シンボルの ID、Obj はメッセージ・シンボ

ルの ID である。また、データ中の PicPath は

PIC シンボル画像のパス、PicName は音声サポ

ートをつける場合の PIC シンボルの呼称であ

る。大域変数 ˆPICTREE によって記号の連合

関係を設定するわけである。

大域変数 ˆPICTREE にしたがって画面に繰

り出されるカテゴリー・シンボルとメッセージ

・シンボルは図 1のようなものである。（食物

を選択）

3 連辞関係の規定、意味的関係性による

標示の限定と機能語の補完

二語文の連辞関係は最初の記号の選択とそれ

に後続する記号の選択であることは論を待たな

いが、著者の一人による本紀要掲載の論文4）に

も明らかなように、統語的な制約がある。一般

的言語の規則からすれば、否定指標を前に置く

か後ろに置くかは決まらないが、どちらかを選

択すれば、目的語が動詞の前にくるか後ろにく

るかは決まってしまう。知的障害者がいずれを

選択するかは自明でないが、日本における社会

的適合性から言えば否定指標は後置が適切であ

る。否定指標後置を選択すれば

（1）主語＋動作

（2）目的語＋動作

（3）対象物＋属性

（4）主語＋感情

等の語順は決定される。主語となり得るもの

は、隠喩的用法を制限すれば、人物、植物、動

物などに限られ、目的語や対象物となり得るも

のは、人物、植物、動物、道具、衣類、食物な

どである。

したがって前・後の 2カテゴリーの統辞関係

にしたがってカテゴリー・シンボルを配列する

数量は 16より少なくなることが期待される。

さらに、「主語＋動作」などを満たす関係と

して主語に人物、植物、動物のいずれかがくる

ことによって適切な動作が異なってくる。例え

ば“花”が前カテゴリーに選択されれば“咲

く”に対応する動作が後カテゴリーに欲しい

が、人物や動物に対しては不要である。したが

って、前カテゴリー・シンボルと前メッセージ

・シンボルの選択に応じて、動作に関する後メ

ッセージ・シンボルを列挙することにすれば、

20の枠に列挙できるシンボルの総数はさらに

大きくすることが出来る。

一般に統語関係はカテゴリーに関して設定さ

れるものであるが、統語関係が設定された後

で、前後 2つのカテゴリーに属するメッセージ

・シンボルの選択が意味構造を決定するのであ

る。我々は統語関係を 2つのカテゴリー Categ1

と Categ2の相関を決定する大域変数

ˆCConnect（Categ1, Categ2）＝Func

によって決定する。ここで Func は 2つのカテ

ゴリーに属するメッセージ・シンボルから推定

される最もポピュラーな助詞である。統語関係

図 1 カテゴリー・シンボルとメッセージ・シンボル
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からカテゴリー・シンボルのうちどれを表示す

るべきかは大域変数 ˆCConnect によって決定さ

れる。

統語関係を上のように設定した上で、メッセ

ージ・シンボルを繰り出すことを考える。先に

この繰り出しは大域変数 ˆPICTREE によるこ

とを述べたが、文字通りそのようにすれば

ˆPICTREE の第二引数 Obj の動く範囲は画面に

一度に表示出来るものの数によって限定されて

しまう。ˆPICTREE に画面に表示されるより多

くのメッセージ・シンボルをカバーできるよう

にしておいて、前後のメッセージ・シンボルの

意味的関係性によって表示されるものにフィル

ターをかけた上で、画面に適切な個数を表示す

ることを考える。後カテゴリーに属するメッセ

ージ・シンボル（Obj2）は、前カテゴリー・シ

ンボル（Categ1）、前メッセージ・シンボル

（Obj1）、後カテゴリー・シンボル（Categ2）の

3つに従属するものであり、その相関は次のよ

うな大域変数 ˆConnectAmp すなわち

ˆConnectAmp（Categ1,Obj1,Categ2,Obj2）＝Func

によって定義される。ここで右辺の Func は 2

つのメッセージ・シンボルを接続する際に想定

される個別のコンテキストに応じた助詞などの

機能語である。このような接続相関によって繰

り出すメッセージ・シンボルを制御することに

すれば大域変数 ˆPICTREE の第二引数 Obj の

動く範囲は画面に標示できる数に限定されない

ですむことになる。我々のシステムは図 2のよ

うなインターフェイスとして実現される。

4 まとめと展望

知的障害者や自閉症児が自分で PIC シンボ

ルを選択しメッセージを作成することを支援す

るシステムの開発を目指した。

二語期の幼児の発話パターンをモデルにしつ

つ、合理性と必要性に応じて拡張・分割したカ

テゴリーの組み合わせパターンを作成した。そ

図 2 統語関係と意味関係に従って並べられた 2カテゴリーのメッセージ・シンボル
メッセージ“弁当を食べる。学校”が作成された後、“来る（帰る）”が選択されようとしている
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の結果カテゴリーの分類は 16種の項目によっ

てなされる。16種の項目とは、

漓人物、滷植物、澆動物、潺道具、

潸乗物、澁衣類、澀食物、潯属性、

潛感情、濳行為、潭場所、澂時間、

潼気象、潘指示、澎否定、澑疑問、

の 16である。我々は各カテゴリーを代表する

PIC シンボルをカテゴリー・シンボル、カテゴ

リーに属してメッセージ作成に実際に使用され

る PIC シンボルをメッセージ・シンボルと呼

んだ。

二語文の展開は連合関係と連辞関係に分けら

れる。連合関係は 16のカテゴリー・シンボルの

いずれかを指定して、そのカテゴリーに属する

メッセージ・シンボルを選び出すプロセスであ

る。1つのカテゴリーに対してメッセージ・シ

ンボルは 20が表示されるので前・後の各シン

ボルの表示数の単純な見積もりは 320である。

連辞関係は、日本語にならって否定指標後置

をとった。二語文の構文パターンを想定して、

カテゴリーについて連辞関係を決めるとともに

画面に標示される前後のメッセージ・シンボル

に対して意味的関係性によって制限をつけるこ

とで、1つのカテゴリーに属するメッセージ・

シンボルの豊富さを保証した。結果として、例

えば動詞について言えば、使用できる動詞の数

は 20をはるかに超えるものである。

今後は、知的障害者や自閉症児に実際に使用

してもらって、有効性を確認しながら、さらに

充実したシステムに仕上げてゆきたい。具体的

な運用にともなって、AAC ツールとして公式

に認められたものや、JIS 化されたものだけで

は PIC シンボルが十分でないことも予測され

る。また、カナダの人の感覚と日本人の感覚と

ではわかりやすさに差が生じることも考えられ

る。こうした場合には既成の PIC シンボルの

枠を超えて新たなシンボルをデザインして行く

必要もあると思われる。また、“花が咲く”や

“鳥が飛ぶ”といった動きを含む構文に適した

表現は、日本語との対応よりは手話などの表象

性のある記号への対応の方が適していることも

考えられる。5）このような言語構造を持たせる

とすれば、GIF アニメや動画の導入も考えられ

るが、これらの発展は今後の課題である。

我々のシステムで既に助詞の想定を射程にお

いているので、PIC シンボルによるメッセージ

に付随して日本語文を表出させることが出来る

が、こうした日本語文を音声的に読み上げさせ

ることによって様々な教育的効果にバリエーシ

ョンをつけることも可能である。

言語習得の論理構造が最も顕著な幼児の二語

期をモデルにとったシステムを考察したが、言

語習得の各発達段階に応じてシステムを多様化

させることも必要である。今後の実際の適用を

踏まえながらこうした多様化を試みていきた

い。
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